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に大きく 3区分できるm。第 1期は， 1850年前後から187昨前後までの圧倒的
にイギリス工作機械の影響下にあった時期である。産業革命の展開にともない
生じた工作機械需要は， 当初， イギリスからの密輸やそのコピー， 後には輸
入により満たされていったが，ょうー宇く 1860年代にドイツ工作機械工業はその
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レーヴェ LudwigLoewe (1837 ~86) により， 1869年に設立されたヘノレリン
のノレートヴィヒ・レーヴ z ・ミ V ン製造株式合資会社 LudwigLoewe & Co 
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98 (464) 第 129巻第6号
第 1表 νーヴェ社町市場構造 (1895年まで〕
惨大量生産品(主に武器<供給先〉
71型小銃用照準 プロイセン州政府























































ノレー マニア ・プカ νスト，クロトセニ兵器廠




〔出所") 25 Jahre Loewe， S.12-14 




fabrik Mauser Kommanditg田 el1schaftauf Aktien in Oberndorf a. N. rJ) 
全株を取得し傘下におさめた。さらに89年には弾薬製造のため，戸ーレンツ・
ドイツ金属弾薬製造所 die Deutsche Metallpatronenfabrik von Lorenz in 
Karlsruheを取得し，また同年には後の大兵器メ カーとなるベルギーの共和






Electric Co. in Bostonと提携して電車を中心とした電機製品の製造に着手し，
電機製造専用工場を建設することにより本格的にこの部門も発展を遂げていく。
翌1892年には， トムソン・ヒューストン社とティッセン社 Thyssen& Co. in 
Muhlheim a， R の参加を得てウニオン電気会社 Union Elektrizitatsgesell-
schaftを設立し，三た94年にはウニオンの必要とする膨大な資金を調達するた
めに電気事業会社 Gesellschaftfur elektrische Unternehmungを設立してい
る。
以上の武器，電気事業の集積・集中の他に，アメリカ資本と協力して設立し
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る所へ武器製造用機械を供給し，自らも小銃，ピストノレ，弾薬砲弾等のあらゆる種類の小火器
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ヲウン・アンド・シャープ社 Brown& Sharpe Co. を中心に最先進0)機械，
銃器製造技術を詳細に観察してきた。その後，著名なアメリカ人技師オーノレカ







1人でアメリカ人技師団の団長モノレガン C.H. Morganは， Iアメリカ式発想
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ないのは残念このうえない」と述べτいるくT.R. Shaw， Lathes， Scre'W Machines， Bo門 ng
and TwそtingMillsョManchester1903， p.127)。以下の工場に配置する個々の事実は特に断





















“Ei.ne ModerrIe Maschinenfahrik JJ S. 1189 ClU所〕
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